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第
劇
次
調
査

節
一
次
内
裏
・
朝

堂
院
推
定
地
域
の
一

部
に
あ
た
る
。
調
査

の
結
果
、
朱
雀
門
北

方
に
南
北
閏
司
、
東

西
届
。
ｍ
の
築
地
回

廊
に
よ
る
長
方
形
の

区
劃
が
作
ら
れ
て
い

て
、
発
掘
区
は
こ
の

区
劃
の
東
南
隅
に
あ

た
る
こ
と
が
判
っ

た
。
こ
の
ほ
か
に
、

南
に
流
れ
る
排
水
路

と
そ
れ
に
流
れ
こ
む

暗
渠
が
何
度
も
作
り

箆
描
文
字
の
あ
る
も
の
や
少
数
の
施
測

と
井
戸
が
配
さ
れ
て
い
る
．
北
部
分
に
は
東
面
築
地
に
開
い

て
い
る
門
と
南
部
分
に
通
ず
る
側
が
あ
る
。
こ
の
内
側
は
掘

立
柱
の
建
物
で
占
め
ら
れ
、
南
部
分
の
建
物
が
存
続
す
る
間

に
少
な
く
と
も
３
回
の
建
て
か
え
が
あ
る
。
建
物
内
に
は
掘

立
柱
に
よ
る
棚
状
の
内
部
施
設
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
建
物
が
廃
絶
し
削
平
さ
れ
た
後
の
辿
構
と
し
て
、
小
さ

な
掘
立
柱
の
建
物
２
棟
と
東
紘
で
南
北
築
地
を
検
出
し
た
。

出
土
し
た
軒
瓦
で
は
臼
箭
・
急
務
型
式
が
多
い
。
球
に
は

正
方
形
・
握
方
形
の
二
極
が
あ
り
、
「
公
事
」
「
私
事
」
の

箆
描
文
字
の
あ
る
も
の
や
少
数
の
施
紬
し
た
も
の
が
あ
る
。
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か
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
年
代
は
、
木
簡
に
よ

り
一
部
判
明
し
た
。
こ
の
附
近
の
旧
地
形
は
南
に
く
だ
る
浅

い
谷
で
、
奈
良
時
代
当
初
に
全
面
盛
土
整
地
し
て
い
る
。
こ

の
上
に
築
地
回
廊
（
注
２
）
が
Ｌ
字
状
に
作
ら
れ
た
。
築
地
回

廊
の
東
９
ｍ
に
幅
２
ｍ
の
南
北
溝
が
掘
ら
れ
た
。
こ
こ
に
築

地
回
廊
入
隅
か
ら
Ｌ
字
状
に
バ
ラ
ス
を
つ
め
た
暗
渠
が
流
れ

こ
む
．
霊
亀
元
年
よ
り
く
だ
る
時
期
に
、
さ
ら
に
南
を
棚
む

Ｌ
字
状
の
柵
が
築
地
回
廊
の
東
北
隅
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
。

柵
は
後
に
築
地
に
作
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
の
南
北
満

は
埋
め
ら
れ
、
築
地
回
廊
の
東
釦
ｍ
に
代
り
の
南
北
溝
が
掘

ら
れ
た
。
築
地
回
廊
入
隅
か
ら
Ｌ
字
状
に
木
樋
暗
渠
が
柵
ま

で
設
け
ら
れ
た
．
東
方
の
館
二
次
朝
堂
院
方
面
か
ら
２
条
の

溝
が
南
北
溝
に
流
れ
こ
む
．
遅
れ
て
東
面
築
地
回
廊
の
東
側

麺｜
築地･土塀
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の
時
期
に
築
地
の
東
側

の
玉
石
敷
溝
が
西
折
し

て
合
流
し
て
い
る
。
合

流
点
に
は
木
樋
暗
渠
に

は
さ
ま
れ
た
凝
灰
岩
切

石
に
よ
る
開
渠
部
分
を

も
つ
斜
行
す
る
満
が
流

れ
こ
む
。
西
北
隅
に
は

掘
立
柱
の
東
西
棟
建
物

と
そ
れ
を
囲
む
３
条
の

柵
が
あ
る
。
古
城
時
代

の
遺
構
と
し
て
溝
・
掘

立
柱
の
建
物
１
棟
、
方

形
の
溝
が
あ
り
、
埴
輪

や
土
器
・
木
製
品
が
州

土
し
た
。

東
半
分
の
北
寄
り
で

施
紬
し
た
螺
、
三
彩
八

花
形
軒
九
瓦
が
出
土
し

て
い
る
．
西
半
分
の
当

初
の
溝
か
ら
は
木
簡
と

「
縫
物
所
」
「
津
守
王
」

「
神
亀
」
な
ど
の
墨
禅

土
器
が
出
て
い
る
。
軒

瓦
で
は
孟
忠
・
弓
圏
捌

式
が
多
い
。

第
“
次
調
査

東
張
州
部
分
の
東
南

隅
を
検
出
す
る
た
め
の

調
査
で
、
東
一
坊
大
路

の
西
の
大
垣
か
ら
東

画
弓
冒
の
と
こ
ろ
で
大

垣
が
北
に
折
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
検
出
し

棚

Ｎ
Ｉ
Ｉ
且
胤
皿
風

柱
通
り
に
、
掘
立
柱
列
が
建
て
ら
れ
た
．
こ
の
柱
列
は
側
柱

位
置
の
中
間
に
各
煮
建
て
ら
れ
、
柵
の
と
り
つ
き
か
ら
北
に

続
く
。
の
ち
こ
の
掘
立
柱
列
は
こ
わ
さ
れ
て
、
神
謹
厳
雲
３

年
ま
で
に
東
に
の
び
る
木
槌
暗
渠
が
２
度
に
わ
た
り
作
り
菰

さ
れ
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
築
地
回
廊
と
築
地
は
削
平
さ

れ
、
南
北
満
と
そ
れ
に
流
れ
こ
む
細
い
溝
だ
け
が
残
る
。
の

ち
に
南
北
溝
は
さ
ら
に
西
寄
り
に
つ
け
か
え
ら
れ
た
。

各
時
期
の
溝
や
土
斌
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
．
軒
瓦
で
は

当
初
の
築
地
回
廊
に
＄
ｇ
・
急
匿
Ｉ
Ｃ
型
式
と
誇
忠
ｌ
シ
型

式
が
用
い
ら
れ
、
南
を
囲
む
柵
の
抜
き
あ
と
に
は
藤
原
宮
式

の
瓦
が
叩
き
こ
ま
れ
て
い
た
。

築
地
回
廊
と
そ
の
上
の
掘
立
柱
列
の
北
端
は
、
第
７
次
調

査
で
検
出
し
門
と
考
え
た
の
嗣
画
＄
に
あ
た
る
と
翠
ら
れ
、

そ
こ
で
の
の
嗣
画
ｓ
と
石
敷
溝
と
そ
の
延
長
の
木
樋
暗
渠
の

関
係
は
、
築
地
回
廊
に
よ
る
区
劃
の
東
北
隅
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
（
註
３
）
・

第
嶋
次
調
査

国
道
型
号
線
パ
イ
・
〈
ス
予
定
地
内
の
調
査
で
、
東
振
出
部

分
南
門
の
北
方
に
あ
た
る
。
こ
こ
は
当
初
建
設
満
が
徴
用
を

負
担
し
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
が
調
査
を
実
施
し
、
途
中
か

ら
、
当
研
究
所
が
ひ
き
つ
い
だ
。
発
掘
区
東
半
分
は
丘
陵
の

西
斜
面
で
一
段
高
く
、
掘
立
柱
の
冊
と
建
物
が
何
度
も
建
て

か
え
ら
れ
て
い
る
。
西
半
分
に
は
時
期
の
異
る
溝
が
亜
復
し

て
い
る
。
東
半
分
で
は
、
当
初
西
紘
に
途
中
で
く
い
ち
が
う

２
条
の
南
北
柵
と
こ
れ
に
と
り
つ
く
２
条
の
東
西
柵
、
こ
の

柵
の
間
と
北
に
南
北
棟
建
物
各
１
棟
が
作
ら
れ
た
。
南
の
建

物
は
後
に
３
条
の
東
西
柵
に
作
り
変
え
ら
れ
た
。
つ
い
で
南

北
柵
が
東
寄
り
に
移
さ
れ
買
そ
の
南
に
東
西
柵
が
作
ら
れ

た
。
こ
の
後
南
北
柵
は
西
縁
の
築
地
に
変
り
、
こ
の
東
に
は

東
西
柵
と
南
北
棟
建
物
が
作
ら
れ
た
．
西
半
分
で
は
、
当
初

東
縁
に
南
北
群
、
中
央
に
斜
行
す
る
渉
が
掘
ら
れ
、
こ
こ
に

細
い
玉
禰
敷
の
溝
が
西
か
ら
流
れ
こ
む
。
つ
い
で
斜
行
す
る

糠
は
発
掘
区
西
縁
外
の
南
北
溝
に
仕
直
さ
れ
た
。
こ
の
南
北

溝
は
、
の
ち
に
玉
禰
で
護
岸
さ
れ
、
橋
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

ＯＳ１０２０１，１
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た
主
な
適
職
は
、
大
垣
・
隅
楼
・
庭
園
・
大
路
で
あ
る
．
寓

内
で
は
ま
ず
大
蝿
が
作
ら
れ
、
宮
内
の
水
を
大
垣
入
隅
か
ら

南
に
落
し
て
い
る
。
つ
い
で
大
垣
の
内
側
に
掘
立
柱
の
隅
楼

（
注
４
）
が
建
て
ら
れ
、
こ
の
時
に
は
宮
内
の
水
は
建
物
の
西

５
ｍ
に
あ
る
南
北
の
木
槌
暗
渠
に
集
ま
る
。
ま
た
池
・
建
物

１
棟
・
玉
石
蚊
沸
か
ら
な
る
庭
園
が
設
け
ら
れ
る
。
池
は
岬

や
中
断
、
州
浜
状
の
施
設
や
石
が
侭
い
て
あ
り
、
北
と
西
に

ま
だ
続
く
。
さ
き
の
木
樋
暗
渠
は
こ
の
池
に
達
し
て
い
る
。

池
の
南
に
東
Ｗ
棟
建
物
が
あ
り
、
そ
の
南
に
は
曲
折
す
る
玉
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四
「
如
件
神
護
紫
雲
三
年
四
月
十
七
日
番
長
口
浄
浜
」

行
幸
や
節
会
に
用
い
る
御
馬
と
行
夜
使
の
乗
用
す
る
馬
に

付
け
る
縄
を
衛
府
の
番
長
か
ら
請
求
し
た
文
書
で
あ
る
．
行

夜
の
任
に
当
っ
た
の
は
天
平
加
年
前
後
で
は
中
衛
と
左
右
兵

衛
で
あ
る
が
、
こ
の
神
護
餓
雲
３
年
に
は
近
衛
府
と
外
衛
府

も
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
機
描
は
中
衛
府
と
ほ
堂
同
じ

も
の
と
考
え
う
る
の
で
同
様
に
行
夜
を
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
ら
五
衛
府
の
う
ち
ど
こ
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書

か
不
明
で
あ
る
。
な
お
馬
を
使
用
し
た
の
は
京
中
の
行
夜
で

あ
ろ
う
。

そ
の
他
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
官
箱
、
人
瀦
を
列
記

し
た
木
簡
が
あ
る
．

，
〔
柿
大
伴
益
立
〕

遠
江
介
藤
井
川
守

没
「
式
部
大
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
一
伊
賀
守
伊
勢
子
老

く

へ
部
力
）
（
縦
）
周
方
守
弓
削
秋
万
呂
雄

内
命
介
安
口
率
万
昌
美
野
守
石
上
風
口
伊
与
守
睡
唖
嘩
叫
）

（
守
力
）
〔
布
〕

川
誤
□
□

戸
人
主
〕

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報（

庶
王
）

，鰹
「
下
野
介
当
ｎ
Ｕ

（
識
力
）
〔
守
石
川
人
庶
澗
ｗ

蕊
Ｉ
卿
１

塁
参
皇
鵬

へ
蕪
力
）

桑
原
王
□
」

〔
右
兵
衛
〕

□
口
守
Ⅲ
↓
、
息
万
呂
口
ｕ
介

（
那
支
力
）

左
馬
司
頭
牟
口
口
王
左
大
舎
人
介
□
口
万
呂

意
繍
塗
蜜
議
霊
』

こ
れ
は
統
日
本
紀
神
護
紫
雲
三
年
六
月
乙
巳
条
の
任
官
記

事
中
の
人
名
と
一
名
（
左
大
舎
人
介
口
ロ
万
呂
）
を
除
い
て
一
致

す
る
。
し
か
し
そ
の
記
載
順
は
続
紀
と
全
く
異
っ
て
い
て
ど

の
よ
う
な
蕊
準
に
依
っ
て
い
る
の
か
知
り
え
な
い
。
ま
た
そ

の
文
字
の
使
用
も
簡
略
化
し
て
い
て
、
誤
記
や
脱
字
等
も
獣

る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
Ⅱ
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
さ
だ
か

で
は
な
い
が
、
強
い
て
云
え
ば
何
人
か
が
任
官
の
結
果
を
聞

き
書
き
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
貢
進
付
札
頬
は
少
く
、
尾
張
国
の
調
塩
、
伊
勢
国
一

之
到
劉
轡
郡
の
未
滑
海
藻
（
カ
ジ
メ
）
、
「
揖
保
郡
二
斗
九
升
」
と
あ

る
も
の
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

宮
内
で
使
用
し
た
物
賊
付
札
に
は
魚
介
類
の
名
を
記
し
た

一
連
の
も
の
が
あ
り
、
熱
海
鼠
（
イ
リ
コ
）
、
燕
甲
流
（
ウ
ー
ー
）
、
蒸

飽
、
薄
鯉
、
雑
魚
や
蛎
の
階
（
キ
ク
ヒ
）
、
雑
魚
の
楚
割
、
そ
の

他
に
伊
知
比
古
（
Ⅱ
い
ち
ご
）
、
鹿
宍
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
年
紀

の
あ
る
も
の
で
は
い
ず
れ
も
内
容
不
明
の
断
片
で
あ
る
が
、

「
和
銅
」
、
「
霊
飽
元
年
九
月
」
、
「
神
護
餓
雲
三
年
八
月
三

日
」
、
そ
れ
に
前
述
の
「
神
護
紫
雲
三
年
四
月
十
七
日
」
の

文
書
木
簡
が
あ
る
。

鈍
娼
次
調
査
地
区
で
は
妬
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
中
で
次
の
よ
う
な
文
章
を
記
し
た
断
片
が
注
目

さ
れ
る
。
函
「
Ｕ
諸
と
永
味
有
酒
又
味
物
」
函
「
忽
永
相
有

時
と
口
也
」
。
そ
の
他
で
は
養
老
七
年
五
月
の
志
摩
国
答

志
郡
の
調
海
藻
付
札
、
養
老
五
年
の
年
紀
を
持
つ
断
片
等
が

あ
る
。

鮒
狸
次
調
査
地
区
出
土
の
木
簡
は
多
様
な
内
容
を
持
っ
て

い
る
．
文
評
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
は
、
こ
の
種
の
も
の
と

し
て
平
城
宮
で
般
も
古
い
和
銅
六
年
の
年
紀
を
持
つ
召
喚
状

が
あ
る
（
口
絵
参
照
）
。
表
裏
に
名
を
連
ね
て
い
る
９
名
の
者

が
至
急
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
召
喚
さ
れ
た

か
は
判
明
し
な
い
．
各
氏
籍
の
下
に
大
和
国
内
の
郡
名
が
番

い
て
あ
る
の
は
居
住
地
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
使
者
で
あ
る
繁
屋
椋
人
大
川
に
は
食
料
と
馬
が
支
給
さ
れ

て
い
る
。

次
に
第
犯
次
補
足
調
査
で
大
敵
に
発
見
さ
れ
た
選
叙
考
課

に
関
す
る
木
簡
と
一
連
の
も
の
が
あ
る
（
口
絵
参
照
）
。
こ

れ
は
右
京
の
人
高
屋
連
家
麻
呂
の
６
年
間
の
上
日
総
数
が

ぢ
忠
日
で
、
考
課
の
結
果
は
６
年
間
と
も
中
等
で
あ
る
と
い

う
評
定
を
う
け
て
選
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
裏
面

に
「
陰
陽
寮
」
と
あ
る
の
は
家
麻
呂
の
所
属
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
木
簡
も
誕
次
出
土
の
も
の
と
同
様
上
方

側
面
に
孔
が
あ
る
。

次
の
木
簡
は
公
式
令
所
戦
の
過
所
式
に
合
致
す
る
内
容
を

持
っ
て
い
る
。

（
国
力
）

「
依
私
故
度
不
破
関
往
本
土
郡
酔
胆
師
別
副
、
」

過
所
（
関
所
通
行
手
形
）
を
得
る
場
合
に
は
旅
行
の
郡
山
、
通
過

関
名
、
行
先
、
旅
行
者
の
官
位
、
姓
名
、
年
令
、
木
属
、
そ

の
他
同
行
者
、
馬
牛
、
携
行
品
な
ど
を
記
し
た
も
の
二
通
を

過
所
発
給
官
司
で
あ
る
京
職
あ
る
い
は
国
へ
提
出
し
て
申
請

す
る
．
職
国
で
は
そ
れ
に
年
月
日
主
典
位
姓
名
、
次
官
位
姓

名
を
署
し
、
一
通
を
官
に
留
め
、
一
通
を
判
給
し
て
過
所
と

す
る
。
こ
れ
は
下
半
分
を
折
批
し
て
い
る
が
文
面
か
ら
美
淡

国
の
不
破
関
を
越
え
、
甲
斐
国
へ
も
ど
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
し
か
し
こ
れ
の
承
で
は
過
所
の
申
請
文
か
あ
る
い
は
す

で
に
判
給
を
受
け
た
過
所
そ
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
令
文
の
一
部
を
書
い
た
木
簡
が
出
て
い
る
。

鯛
「
凡
官
奴
卿
年
六
十
六
以
上
乃
、
」
四
「
家
官
戸
家
人

公
私
奴
卿
皆
当
、
」
こ
れ
は
養
老
戸
令
の
「
官
奴
卿
条
」
と

「
当
色
為
婚
条
」
の
冒
頭
部
分
に
相
当
す
る
．
「
官
奴
岬
条
」

の
「
…
年
六
十
六
以
上
及
：
。
」
の
「
及
」
が
木
簡
で
は
「
乃
」

に
な
り
、
「
当
色
為
婚
条
」
で
「
凡
陵
戸
…
」
で
始
ま
る
も

の
が
そ
の
三
字
の
代
り
に
「
家
」
に
な
っ
て
い
る
が
文
意
通

じ
難
く
、
お
そ
ら
く
書
き
誤
り
で
あ
ろ
う
。
他
に
こ
の
木
簡

と
同
じ
場
所
か
ら
出
土
し
、
材
質
も
筆
跡
も
同
じ
で
、
や
は

り
戸
令
の
条
文
を
書
い
た
も
の
が
２
点
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
習
井
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
う
ち
１
点
に
は
「
及
礎

疾
若
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
「
官
奴
卿
条
」
の
「
…
年
六

十
六
以
上
及
廃
疾
若
被
配
没
…
」
中
の
語
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
も
先
の
木
簡
の
「
乃
」
は
「
及
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
も
う
１
点
の
習
書
中
に
は
「
凡
化
外
奴
卿
」
と
読

め
る
箇
所
が
あ
り
、
こ
れ
は
戸
令
「
化
外
奴
卿
条
」
の
同
頭

部
分
で
あ
る
。
先
の
木
簡
も
公
式
の
用
途
を
持
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
習
普
あ
る
い
は
令
文
の
メ
モ
と
し
て
番
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
木
簡
が
出
た
溝
の
ロ
雪
臼
の
出
土
木
簡
中
年
紀
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作
製
し
た
．
後
者
は
従
来
名
淵
雁
ガ
菟
嫌
Ｌ
・

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
今
後
の
西
大
寺
研
究
｝

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

4１

め
、
殊
に
中
世
以
降
の
西
大
寺
研
究
に
不
可
欠
の
衆
首
交

名
や
末
寺
帳
と
、
中
世
以
降
の
西
大
寺
に
お
け
る
本
末
寺
関

係
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
近
世
の
も
の
も
ふ
く
め
祇
紘
起

類
も
収
録
し
た
の
で
あ
る
。

今
後
も
当
研
究
室
は
西
大
寺
研
究
に
満
す
る
史
料
を
つ
葺

け
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

Ｂ
各
個
研
究

Ｉ
美
術
工
芸
研
究
室

１
美
術
工
芸
作
砧
の
伝
統
的
系
譜
の
研
究

工
芸
の
作
舶
各
分
野
に
わ
た
っ
て
伝
統
的
系
譜
の
た
ど

れ
る
も
の
は
、
そ
の
素
材
、
造
形
、
技
術
、
意
匠
で
あ
る
。

前
年
よ
り
引
続
き
意
匠
の
面
に
お
い
て
こ
れ
を
調
在
し
、

と
く
に
平
安
、
藤
原
時
代
の
資
料
を
蒐
集
し
て
い
る
．

２
厨
子
の
研
究

昨
年
度
よ
り
引
統
き
念
持
仏
納
入
脚
子
を
調
査
し
て
い

る
。
こ
れ
は
工
芸
作
品
と
し
て
観
賞
す
る
に
価
す
る
と
共

に
、
作
船
形
成
の
韮
盤
に
あ
る
仏
教
思
想
に
も
と
ず
く
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
史
料
の
蒐
集
と
作
品
の
工
芸

的
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
京
都
高
山
寺
蔵
の

も
の
を
調
査
し
た
。

３
依
頼
調
査

文
化
財
郡
務
局
美
術
工
芸
課
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
滋
伐

雌
犬
上
郡
甲
良
町
池
寺
の
西
明
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
錦

幡
十
五
旅
を
調
査
し
、
実
測
、
写
其
搬
影
を
行
っ
た
。

４
南
都
仏
教
絵
画
の
研
究

前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、
南
都
絵
仏
師
の
動
向
を
中
心

に
調
査
を
す
す
め
た
。
ま
た
同
時
に
南
都
祖
師
画
の
研
究

に
着
手
し
た
。
主
な
調
査
寺
院
は
、
櫛
羅
浄
土
寺
、
美
淡

新
長
谷
寺
、
永
保
寺
、
泉
涌
群
、
垂
坂
観
音
寺
、
東
大

寺
、
正
勝
寺
、
教
王
謹
同
寺
な
ど
で
あ
る
．

５
堂
塔
壁
画
の
研
究

昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、
壁
画
の
構
造
、
技
法
の
問
題

を
中
心
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
文
化

財
保
謹
委
員
会
の
行
う
、
現
状
お
よ
び
復
原
模
写
訴
業
の

予
備
調
査
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
調
査
対
象
は
、

西
肌
寺
三
重
塔
、
Ｈ
竜
峯
寺
多
宝
塔
、
白
水
阿
弥
陀
堂
、
金

剛
三
味
院
多
宝
塔
、
浄
妙
寺
多
宝
塔
、
霊
山
寺
三
屯
塔
、

長
福
寺
本
堂
、
浄
瑠
璃
寺
三
亜
塔
な
ど
で
あ
る
。

６
仏
像
納
入
文
書
の
調
査
研
究

木
年
度
は
昨
年
度
に
継
統
し
て
三
軍
善
教
寺
阿
弥
陀
如

来
像
、
和
歌
山
興
国
寺
法
燈
国
師
像
、
広
島
安
国
寺
法
焔

国
師
像
、
京
都
宝
祇
寺
十
一
面
観
音
像
、
岡
山
宝
砿
院
阿

弥
陀
如
来
像
な
ど
に
つ
い
て
澗
査
す
る
と
と
も
に
、
従
来

の
蒐
集
盗
料
の
整
理
と
検
討
を
行
っ
た
．

７
南
都
造
像
史
の
研
究

興
福
寺
諦
像
を
は
じ
め
十
輪
院
、
不
退
寺
、
像
香
寺
の

中
世
彫
刻
を
調
査
し
、
ま
た
岡
山
余
慶
寺
、
京
都
峯
定

寺
、
医
王
寺
、
滋
役
高
野
神
社
、
岐
阜
願
興
寺
、
枇
蔵

寺
、
愛
嫉
大
三
脇
神
社
、
熊
木
脊
蓮
寺
、
明
導
寺
、
藤
崎

八
幡
宮
、
兵
庫
善
福
寺
な
ど
の
地
方
に
お
け
る
雅
準
作
例

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

８
そ
の
他
の
調
査
研
究

写
真
測
並
に
よ
る
第
二
次
花
倉
院
伎
楽
面
の
実
測
調
査

と
薬
師
寺
金
堂
三
尊
、
興
福
寺
仏
頭
、
北
円
堂
弥
勅
仏
、

南
円
堂
本
尊
、
浄
瑠
璃
寺
本
尊
な
ど
の
実
測
調
査
を
行
っ

た
（
建
造
物
研
究
室
と
共
同
研
究
）
・

Ｉ
建
造
物
研
究
室

１
写
真
測
地
に
よ
る
巡
跡
・
過
物
の
図
化

平
城
宮
出
土
進
物
、
石
舞
台
古
墳
、
銅
鐸
、
薬
師
寺
木

尊
な
ど
考
古
・
建
築
・
美
工
全
般
に
わ
た
っ
て
搬
影
、
図

化
を
行
っ
た
。

２
文
化
財
建
造
物
（
民
家
）
緊
急
調
査

文
化
財
保
謹
委
員
会
事
務
局
建
造
物
課
の
計
画
に
な
る

全
国
民
家
調
査
の
一
環
で
あ
る
。
本
年
度
は
和
歌
山
県
下

の
民
家
調
査
を
県
社
会
教
育
課
に
協
力
し
、
伊
藤
延
男
が

の
あ
る
も
の
は
天
平
９
，
ｍ
、
肥
、
四
年
で
あ
り
、
こ
の
令

文
の
木
簡
も
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
蕊
老

令
は
養
老
２
年
に
成
立
し
た
が
施
行
さ
れ
た
の
は
天
平
宝
字

元
年
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
令
文
が
大
宝
令
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
．

（
雌
力
）

「
玉
永
有
波
手
が
麻
伎
口
知
而
□
□
…
」
こ
れ
は
万
葉
仮

名
で
書
か
れ
た
和
歌
の
一
部
で
あ
る
。
「
玉
な
ら
ば
手
に

巻
き
持
ち
て
」
と
い
う
表
現
の
あ
る
歌
は
万
葉
集
に
２
首

（
雪
・
畠
）
あ
る
。
平
城
富
木
簡
で
和
敬
を
書
い
た
も
の
は
こ

れ
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
和
歌
と
し
て
奈
良
時
代
の
筆
に
か

か
る
そ
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
は
ご
く
少
く
、
非
常
に
炎

軍
な
盗
料
と
云
え
る
。

頁
進
付
札
頻
で
年
紀
を
持
つ
も
の
は
和
銅
か
ら
天
平
勝
宝

ま
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
が
比
較
的
多
い
．
そ

の
う
ち
和
銅
の
年
紀
の
あ
る
付
札
は
次
の
２
点
で
あ
る
．

函
「
越
中
圃
利
波
郡
川
上
里
鮒
雑
」
四
「
膳
一
斗
五
升
和

銅
三
年
唯
月
十
四
ｕ
」
鋤
「
尾
張
国
愛
智
郡
鋤
醐
慎
、
」

鰹
「
和
銅
七
年
一
一
月
十
七
日
」
こ
の
他
に
霊
地
３
年
の
隠
岐

圃
周
吉
郡
か
ら
の
軍
布
（
Ⅱ
海
運
、
天
平
９
年
の
長
門
国
大
津

郡
中
男
作
物
海
藻
、
寅
進
地
不
明
で
あ
る
が
養
老
の
年
紀
の

あ
る
煮
竪
魚
の
付
札
が
あ
る
。
ま
た
脈
米
の
付
札
は
備
前
２

点
、
丹
後
１
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
術
前
の
１
点
に
は
二
人
の

氏
猪
を
諜
き
「
二
人
川
米
」
と
し
て
あ
る
。（

加
藤
優
）

２
西
大
寺
研
究

木
年
度
は
継
統
し
て
西
大
寺
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
の
各
部
門
に
お
い
て
西
大
寺
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
作
肺
に
つ
き
、
一
応
の
調
査
は
完
了
し
た
。
同
時

に
い
ま
坐
で
洲
在
し
た
西
大
寺
工
芸
品
の
所
蔵
側
録
を
は
じ

め
て
ま
と
め
た
「
西
大
寺
工
芸
調
査
Ｈ
録
」
を
謄
写
印
刷
に

よ
り
作
製
し
、
そ
れ
と
と
も
に
「
西
大
寺
関
係
史
料
Ｈ
」
を

作
製
し
た
。
後
者
は
従
来
各
部
門
が
蒐
集
し
た
資
料
の
一
部

を
ま
と
ら
た
も
の
で
、
今
後
の
西
大
寺
研
究
に
演
す
る
た



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

研
究
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
延
喜
式
中
の
物
品

名
の
索
引
カ
ー
ド
の
作
製
を
進
め
た
。

４
中
世
に
お
け
る
寺
院
制
度
の
研
究

西
大
寺
の
寺
院
制
度
に
重
点
を
瞳
い
て
研
究
を
行
な
っ

た
。

Ⅳ
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

（
機
関
研
究
Ｂ
）

古
代
・
中
世
に
お
け
る
土
地
利
用
の
歴
史
的
展
開
（
三
年
継

続
）
杉
山
信
三

初
年
度
は
基
礎
盗
料
の
収
集
に
つ
と
め
、
陸
地
測
堂
部

地
形
図
と
国
土
基
本
図
航
空
写
真
を
入
手
し
、
古
代
の
水

田
耕
作
の
展
開
を
考
察
し
た
．
成
果
の
一
部
は
「
日
本
史

研
究
」
妬
号
、
「
大
和
文
化
研
究
」
週
巻
２
号
参
照
．

室
町
期
大
和
の
国
人
に
つ
い
て
加
藤
優

大
和
国
内
に
お
け
る
文
明
年
間
を
中
心
と
し
た
政
治
を

探
り
、
国
人
の
出
身
や
そ
の
成
長
過
程
を
考
察
し
た
。
成

果
の
一
部
は
、
「
日
本
文
化
研
究
所
報
告
」
別
巻
第
４
集

参
照
。

南
都
諸
大
寺
に
お
け
る
古
瓦
の
綿
年
的
研
究

藤
井
功

平
城
宮
出
土
の
古
瓦
に
つ
い
て
編
年
を
行
な
い
、
出
土

例
の
多
い
二
形
式
を
分
析
し
、
諾
大
寺
出
土
の
諸
例
と
比

較
し
た
。
成
果
の
一
部
は
、
「
大
和
文
化
研
究
」
⑬
巻
３

号
参
照
。

弥
生
時
代
の
墓
制
の
研
究
工
楽
善
通

近
畿
以
東
の
墓
制
を
体
系
的
に
分
類
し
な
が
ら
、
土
地

墓
の
遺
跡
（
長
野
、
群
馬
、
茨
城
、
千
葉
）
を
実
地
踏
査
し
た
。

成
果
の
一
部
は
、
「
考
古
学
集
刊
」
第
３
巻
４
号
参
照
。

誕
縮
の
編
年
的
研
究
高
島
忠
平

九
州
北
部
に
お
け
る
誕
棺
の
編
年
体
系
を
考
察
し
、
製

関
作
手
法
と
形
態
の
係
〃
集
落
内
の
分
布
の
状
態
を
調
脊

し
た
。
成
果
の
一
部
は
、
「
九
州
考
古
学
」
第
認
号
参
照
．

土
師
器
の
編
年
的
研
究
横
田
義
章

土
師
器
の
発
生
に
関
し
て
畿
内
に
お
け
る
弥
生
第
五
様

式
か
ら
の
変
遷
、
ま
た
古
城
の
発
生
に
と
も
な
う
土
師
器

の
成
立
な
ど
を
考
察
し
た
。
成
果
の
一
部
は
「
伊
丹
市
史

第
４
巻
史
料
編
一
」
（
考
古
）
参
照
。

厨
子
絵
の
研
究
平
川
寛

厨
子
絵
と
堂
塔
壁
画
の
相
互
関
係
を
究
肌
し
、
新
長
谷

寺
、
金
剛
三
味
院
、
海
愛
寺
大
堂
、
西
明
寺
そ
の
他
を
調

査
し
た
。
成
果
の
一
部
は
、
「
仏
教
芸
術
」
卵
号
、
「
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
后
零
」
参
照
．

仏
教
図
像
の
美
術
史
的
研
究
真
鍋
俊
照

仁
和
寺
蔵
「
別
尊
雑
記
」
五
七
巻
の
指
定
木
と
了
厳
本

を
考
察
し
、
興
然
本
愛
茶
羅
集
の
調
査
を
行
っ
た
。
成
果

の
・
一
部
は
、
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
弼
巻
２
号
参
照
。

ｃ
研
究
発
表

１
昭
和
妃
年
５
月
幻
日
（
於
木
所
）

中
世
和
様
建
築
の
意
匠
に
つ
い
て
伊
藤
延
男

仏
師
康
円
に
つ
い
て
長
谷
川
誠

２
昭
和
妃
年
ｎ
月
ｎ
日
（
於
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
事
務
所
）

第
諏
・
如
次
調
査
の
成
果
佐
藤
興
治

第
似
次
調
査
の
成
果
阿
部
義
平

現
地
説
明
（
節
虹
・
妃
次
調
査
）
町
山
章

３
昭
和
鯛
年
３
月
２
日
（
於
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
事
務
所
）

平
城
宮
東
南
隅
調
査
（
第
必
次
）
の
成
果小

笠
原
好
彦

平
城
宮
東
域
州
土
の
木
簡
加
藤
優

り
調
査
指
導

本
年
度
の
外
部
調
査
指
導
は
皿
ケ
所
で
行
っ
た
．

4２

主
任
調
査
員
と
な
っ
て
実
施
し
た
．
調
査
件
数
は
約
扇
。

件
で
、
う
ち
特
に
重
要
と
象
ら
れ
た
も
の
は
晦
件
ほ
ど
で

あ
っ
た
（
詳
細
は
訓
頁
参
照
）
。

３
唐
招
提
寺
講
堂
の
調
査

平
城
宮
朝
集
殿
復
原
模
型
製
作
の
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
の
調
査
で
、
す
で
に
前
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
も
の

の
継
続
で
あ
る
。

４
平
城
宮
建
物
復
原
設
計

平
城
宮
西
面
南
門
に
つ
き
資
料
蒐
集
・
復
原
設
計
・
製

作
指
導
に
当
っ
た
（
詳
細
は
蝿
頁
参
照
）
．
こ
の
事
に
関
連
し

東
大
寺
転
害
門
に
つ
き
、
若
干
の
調
査
を
実
施
し
た
。

５
建
築
資
料
の
蒐
集

浄
瑠
璃
寺
本
堂
、
塔
、
鶴
林
寺
太
子
堂
等
、
平
安
時
代

末
期
の
建
物
、
お
よ
び
奈
良
県
下
の
中
肱
建
物
に
つ
き
、

実
測
、
拓
本
作
製
お
よ
び
写
真
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。

Ⅲ
歴
史
研
究
室

１
南
都
諸
大
寺
古
文
書
の
調
査
研
究

東
大
寺
・
唐
招
提
寺
所
蔵
の
書
跡
関
係
国
宝
重
要
文
化

財
指
定
品
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
全
巻
撮
影
を
行

っ
た
．
唐
招
提
寺
に
つ
い
て
は
宋
版
一
切
経
を
除
い
て
搬

影
を
完
了
し
た
．
東
大
寺
に
つ
い
て
は
「
宗
性
筆
聖
教
井

抄
録
本
」
ｅ
匡
鯨
）
中
約
ｍ
稲
を
撮
影
し
た
。
今
年
度
よ
り

薬
師
寺
の
調
査
に
着
手
し
、
中
世
の
古
文
書
・
記
録
を
多

数
調
査
し
た
。

２
仁
和
寺
の
研
究

『
仁
和
寺
史
料
寺
誌
編
二
』
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料

第
六
冊
）
を
出
版
し
た
．
本
巻
に
は
仁
和
寺
御
伝
（
４
穂
）
、

本
要
記
そ
の
他
９
編
を
収
録
し
た
。

３
延
喜
式
の
考
古
学
的
研
究

延
喜
式
巾
に
見
え
る
物
品
と
考
古
学
的
遺
物
と
を
比
較



］
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調
査
指
導

第
三
十
六
条
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
文

化
庁
に
、
次
の
機
関
を
侭
く
。

国
立
文
化
財
研
究
所
（
伽
後
略
）

第
四
十
一
条
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
文
化
財
に
関
す
る

調
査
研
究
、
盗
料
作
成
及
び
そ
の
公
表
を
行
な
う
機
関
と

す
る
。

二
、
組
織

Ａ
文
部
省
設
置
法
抜
幸

三
喝一

ゆ

三
二

一
“
（
）
今
ｃ
ｃ
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一
調
査
機
関
一
調
査
目
的
一
調
査
年
・
月
担
当
老

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

名
和

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

奈
良
岡
立
文
化
財
研
究
所
要
項

届
一
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２
阿
立
文
化
財
研
究
所
の
名
称
及
び
位
世
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

３
国
立
文
化
財
研
究
所
に
は
、
支
所
を
侭
く
こ
と
が
で
き

る
。

４
国
立
文
化
財
研
究
所
及
び
そ
の
支
所
の
内
部
組
織
は
、

文
部
省
令
で
定
め
る
。

Ｂ
文
部
省
令
第
二
十
号
抜
幸

（
訓
獅
認
糾
に
群
峰
伽
卿
岬
恥
一
部
改
砿
）

第
五
章
文
化
庁
の
附
屈
機
関

第
四
節
国
立
文
化
財
研
究
所

第
一
款
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

（
庶
務
課
の
事
務
）

第
百
十
九
条
庶
務
課
に
お
い
て
は
、
次
の
覗
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

横
川
茂
車

１
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）
・
ロ
｛
）
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森枇ljIiIﾘ牛両八西沢
１１１沢原川谷ｆｌｉ谷村

郁義義純喜

夫単災薪砥課砿に
村商淵
上鵬熊
融忠雄
一、{た 勝

牛牛町森杉藤工
川川111郁111井楽

蕊章未豊功ボ
佐・
原 石
典井

川
孝

4３

機
関
研
究
｜
杉
山
信
三

Ｅ
昭
和
収
年
度
文
部
省
科
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

一
職
員
の
人
鞭
に
関
す
る
堺
務
を
処
理
す
る
一
」
と
．

二
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ

と
。

三
公
文
書
類
の
接
受
及
び
公
印
の
管
守
そ
の
他
庶
務
に

関
す
る
こ
と
。

四
経
我
及
び
収
入
の
予
卸
、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す

る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

五
行
政
財
産
及
び
物
仙
の
管
理
に
関
す
る
聯
務
を
処
理

す
る
こ
と
。

六
庁
内
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

七
前
名
号
に
猫
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
所
蛾
に
屈
し

な
い
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

第
二
款
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

（
所
長
）

第
両
二
十
三
条
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
、
所
長
を
世

り

く
２
所
長
は
、
所
務
を
掌
理
す
る
。

瀧鮮
仏
教
図
像
の
美
術
史
的

研
究

Ⅲ
子
絵
の
研
究

卿究｜；|究削９膳|題

』
。
『
、
つ
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ

各
個
研
究
｜
加
藤
催

種
類
一
研
究
担
当
者
一
交
付
金

Ｍ

商
烏
忠
平

同
一
工
楽
蕃
油

一
隙
井
功

１

｜
平
川
斑

１ Ⅲ
｜
輿
錨
俊
照

Ｉ



小
林
剛

森
葱

小
林
剛
、
森
葱
、
杉
山
信
三
川
中
一
郎
、
田
巾
稔

浅
野
満
、
鈴
木
嘉
青

浅
野
清
、
杉
川
信
三
、
坪
井
清
足
、
鈴
木
嘉
吉

森
漣

坪
井
清
足
、
鈴
木
嘉
吉

小
林
剛
、
守
田
公
夫
、
浜
田
隆
、
杉
山
二
郎

杉
山
、
坪
井
、
鈴
木
、
田
中
（
稔
）
、
工
藤
、
川
中
（
琢
）

杉
山
、
坪
井
、
鈴
木
、
工
藤
、
佃
中
（
琢
）
、
岡
山
、
岩
木

杉
山
信
三

小
林
剛

森
葱

守
田
公
夫

坪
井
、
鈴
木
（
嘉
）
、
田
中
（
稔
）
、
工
藤
、
川
中
（
琢
）

岡
田
、
狩
野
、
河
原

種
本
、
坪
井
、
田
中
（
稔
）
、
工
藤
、
沢
村
、
川
中
（
琢
）

岡
田
、
狩
野
、
河
原
、
岩
本

種
本
、
坪
井
、
田
中
（
稔
）
、
工
藤
、
沢
村
、
田
中
（
琢
）

岡
田
、
狩
野
、
河
原

森
葱

杉
山
信
三

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

建
物区

分
一
春
日
野
一
平
城
一
計

三
、
資
料
及
び
図
書
（
昭
狸
年
度
現
在
）

図
弾
一
七
、
四
○
九
冊

写
真
五
七
、
六
三
五
枚

四
、
予
算
（
昭
和
妃
年
度
）

人
件
澱
四
六
、
三
四
五
千
円

物
件
費
七
三
、
一
五
四
千
円

計
二
九
、
四
九
九
千
円

五
、
施
設
（
昭
和
狸
年
度
現
在
）

土
地
五
、
一
二
六
㎡

六
、
研
究
成
果
刊
行
物

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報

4４

昭
和
岨
年
度

昭昭
和和
4０３８

年年
度度

昭昭昭
和和和
３７３６３５

年年年
度度度

昭昭昭昭昭昭
和和和和和和
３４３３３２３１３０２９
年年年年年年
度度度度度度

年
度

担
当
者

節
一
冊
仏
師
迎
慶
の
研
究

第
二
冊
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究

第
三
冊
文
化
史
論
叢

第
四
冊
奈
良
時
代
僧
房
の
研
究

第
五
冊
飛
鳥
寺
発
掘
調
査
報
告

第
六
冊
中
世
庭
園
文
化
史

第
七
冊
興
福
寺
食
堂
発
掘
調
査
報
告

第
八
冊
文
化
史
論
渡

第
九
冊
川
原
寺
発
掘
調
査
報
告

第
十
冊
平
城
宮
跡
Ｉ
・
伝
飛
鳥
板
蓋
宮
跡
発
掘
調
査
報
告

第
十
一
冊
院
家
建
築
の
研
究

第
十
二
冊
巧
匠
安
阿
弥
陀
仏
快
慶

第
十
三
冊
潅
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察

第
十
四
冊
「
レ
ー
ス
」
と
「
金
旭
舎
利
塔
」
に
関
す
る
研
究

第
十
五
冊
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
報
告
１

１
官
筒
地
域
の
調
査
’

第
十
六
冊
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅲ

Ｉ
内
裏
地
域
の
調
査
’

第
十
七
冊
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅳ

Ｉ
官
街
地
域
の
調
査
２
１

第
十
八
冊
小
堀
遠
州
の
作
率

第
十
九
冊
藤
原
氏
の
氏
寺
と
そ
の
院
家

毛

称

九
七

八
六

一
○
九

（
内
部
組
織
）

第
百
二
十
四
条
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
、
庶
務
課
、

美
術
工
芸
研
究
室
、
建
造
物
研
究
室
及
び
歴
史
研
究
室
並

び
に
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
を
置
く
。

（
庶
務
課
の
覗
務
）

第
百
二
十
五
条
庶
務
課
に
お
い
て
は
、
節
百
十
九
条
各
号

に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
美
術
工
芸
研
究
室
等
の
事
務
）

第
百
二
十
六
条
美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は
、
絵
画
、

彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化

財
及
び
工
芸
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
な
い
、
並
び

に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な
う
。

２
建
造
物
研
究
室
に
お
い
て
は
、
建
造
物
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
な
い
、
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な
う
。

３
歴
史
研
究
室
に
お
い
て
は
、
考
古
及
び
史
跡
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
な
い
、
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な

う
。

（
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
六
室
及
び
事
務
）

第
百
二
十
七
条
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
に
、
第
一
調
査

室
、
第
二
調
査
室
、
第
三
調
査
室
、
第
四
調
査
室
、
保
存

整
理
室
及
び
史
料
調
査
室
を
置
く
。

２
第
一
調
査
室
、
第
二
調
査
室
、
第
三
調
査
室
及
び
第
四

調
査
室
に
お
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
分
担

し
て
、
平
城
宮
跡
の
発
掘
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結

果
の
公
表
を
行
な
う
。

３
保
存
整
理
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
の
遺
構
及
び
遺

物
の
保
存
整
理
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表

を
行
な
う
。

４
史
料
調
査
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
に
関
す
る
史
料

の
収
集
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な

う
。

単
位
、
２

九
一
七

四
○

、

三
四
二

一
、
○
○
五

計
一
一
、
四
四
一
一
一
一
二
、
一
五
三
一
三
、
五
九
六

そ写講会車倉事

の真談務

他室堂室庫庫所

○
○

一 一 七

八○四二九九
六九○○一七

七 一

七五○一

七○○○七一八


